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１
　
現
代
詩
人
・
谷
川
俊
太
郎

　

谷
川
俊
太
郎
は
、
一
九
三
一
年
生
ま
れ
で
九
〇
の
齢
を
数
え
る
が
、
今

も
現
役
の
詩
人
で
毎
年
の
よ
う
に
詩
集
を
発
表
し
て
い
る
。
文
学
と
高
齢

化
社
会
の
テ
ー
マ
か
ら
予
想
さ
れ
る
内
容
は
１
、〈
高
齢
化
社
会
の
困
難

な
状
況
を
文
学
は
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
〉
と
な
る
か
と
思
わ
れ
る

が
、
本
稿
の
趣
意
は
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

言
葉
を
媒
材
と
す
る
芸
術
で
あ
る
文
芸
に
お
い
て
、
老
い
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
る
の
か
、
あ
る
い
は
関
わ
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
既
に
タ
イ
ト
ル
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
本
質
的
に
関
係
が

な
い
、
つ
ま
り
、
言
葉
に
は
老
い
が
な
い
の
で
あ
り
、
谷
川
の
詩
が
そ
の

こ
と
を
如
実
に
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
ベ
ー
ジ
ュ
』

（
二
〇
二
〇
・
七
、
新
潮
社
）
を
中
心
と
し
て
、『
普
通
の
人
々
』（
二
〇

一
九
・
四
、
ス
イ
ッ
チ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
と
、『
ど
こ
か
ら
か
言
葉

が
』（
二
〇
二
一
・
六
、
朝
日
新
聞
出
版
）
な
ど
、
本
稿
執
筆
時
点
の
最

近
三
年
間
に
発
表
さ
れ
た
詩
集
を
読
み
解
い
て
、
高
齢
化
詩
人
・
谷
川
俊

太
郎
の
詩
の
様
式
に
つ
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。

　

谷
川
の
事
績
を
概
観
す
る
と
２
、
谷
川
俊
太
郎
は
一
九
三
一
年
に
東
京

言
葉
に
は
老
い
が
な
い

�

─�
谷
川
俊
太
郎
『
普
通
の
人
々
』『
ベ
ー
ジ
ュ
』『
ど
こ
か
ら
か
言

葉
が
』
な
ど
─

中
村　

三
春
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で
、
哲
学
者
谷
川
徹
三
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
高
校
時
代
か
ら
詩
を
書
き

始
め
た
。
一
九
五
〇
年
に
父
徹
三
を
介
し
て
詩
を
紹
介
さ
れ
た
詩
人
三
好

達
治
の
推
薦
で
、
文
芸
誌
『
文
學
界
』
一
二
月
号
に
、「
ネ
ロ
他
五
篇
」

の
詩
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
年
、
谷
川
は
一
九
歳
で
あ
り
、
翌
々
年
の
一

九
五
二
年
に
第
一
詩
集
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
が
東
京
創
元
社
か
ら
発

行
さ
れ
た
時
に
は
、
二
一
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
集
と
、
翌
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
の
二
冊
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の

抒
情
詩
の
伝
統
と
は
切
り
離
さ
れ
た
様
式
を
顕
著
に
示
す
も
の
と
し
て
評

価
さ
れ
、
谷
川
は
現
代
詩
人
の
前
衛
に
躍
り
出
、
ま
た
こ
の
二
冊
の
詩
集

は
現
在
に
至
る
ま
で
詩
人
谷
川
の
代
名
詞
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
萩
原
朔

太
郎
・
中
原
中
也
ら
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
病
気
、
鬱
屈
し
た
内
面
、

困
難
な
恋
愛
な
ど
を
歌
っ
た
暗
黒
の
詩
、
ま
た
、
高
村
光
太
郎
が
自
己
批

判
に
自
ら
を
追
い
込
ん
だ
よ
う
な
戦
争
協
力
詩
な
ど
と
は
異
な
る
清
新
の

印
象
を
、
こ
れ
ら
の
詩
集
は
も
た
ら
し
た
。「
人
類
は
小
さ
な
球
の
上
で

／
眠
り
起
き
そ
し
て
働
き
／
と
き
ど
き
火
星
に
仲
間
を
欲
し
が
っ
た
り
す

る
」
と
う
た
う
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」、「
と
ま
れ
喜
び
が
今
日
に
住
む

／
若
い
陽
の
心
の
ま
ま
に
」
と
始
ま
る
『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
冒
頭
の

「
１　

木
蔭
」
な
ど
の
フ
レ
ー
ズ
か
ら
、
そ
の
印
象
は
今
も
伝
わ
っ
て
く

る
。

　

そ
の
後
、
七
〇
年
間
に
亙
り
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
谷
川
は
詩
集
を
発

表
し
、
詩
集
以
外
に
も
、
レ
オ
・
レ
オ
ニ
の
絵
本
シ
リ
ー
ズ
、
マ
ザ
ー
・

グ
ー
ス
詩
集
、
ス
ヌ
ー
ピ
ー
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
・
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
翻
訳
、
創
作
児
童
文
学
・
児
童
詩
・
絵
本
、
さ
ら

に
膨
大
な
数
の
校
歌
や
唱
歌
の
作
詞
、
エ
ッ
セ
ー
や
詩
論
な
ど
の
テ
ク
ス

ト
、『SO

LO

』
や
『
写
真
』
と
題
す
る
写
真
集
や
写
真
詩
、
作
家
・
演

劇
家
の
寺
山
修
司
と
の
間
の
ビ
デ
オ
・
レ
タ
ー
な
ど
、
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル

に
跨
が
る
多
数
の
作
品
を
残
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
今
も
な
お
進
行
中
で

あ
る
。
そ
の
詩
形
式
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
、
ソ
ネ
ッ
ト
形
式
、
事
典
文
体
、

引
用
文
集
、
手
記
風
、
ナ
ン
セ
ン
ス
詩
、
写
真
詩
、
絵
本
詩
な
ど
、
様
々

な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
亙
っ
て
い
る
。
ま
た
、
既
に
一
九
七
〇
年
代
か

ら
、
日
本
の
国
語
の
教
科
書
に
も
谷
川
の
詩
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
谷
川
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
詩
人
や
批
評
家
、
編
集
者
ら
に

よ
る
研
究
書
や
、
対
談
集
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
な
ど
は
数
多
く
発
表
さ
れ

て
い
る
が
、
専
門
の
日
本
文
学
研
究
者
に
よ
る
論
考
は
少
な
い
。
こ
れ
は

現
存
の
詩
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
外
に
、
作
品
が
多
数
で
広
範
囲
に
及

ぶ
た
め
、
な
か
な
か
そ
の
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
理
由

も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

大
岡
信
と
の
対
談
『
批
評
の
生
理
』
に
お
い
て
、「
或
る
書
き
方
で
或

る
程
度
書
い
て
い
く
と
、
必
ず
自
分
の
な
か
の
一
種
の
批
評
精
神
と
い
っ

て
も
い
い
内
心
の
声
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
た
っ
て
し
よ
う
が
な

い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
さ
さ
や
き
か
け
て
く
る
」
３
と
述
べ
る
よ
う
に
、
谷

川
は
表
向
き
変
貌
す
る
詩
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
変
化
の
中
に
も
一
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貫
し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
詩
集
『
二
十
億
光

年
の
孤
独
』
か
ら
、『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』、『
愛
に
つ
い
て
』（
一
九
五

五
・
一
〇
、
東
京
創
元
社
）
を
経
て
、『
あ
な
た
に
』（
一
九
六
〇
・
四
、

同
）
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
も
持
続
し
て
追
求

さ
れ
て
い
る
の
は
、
詩
人
が
最
大
の
武
器
と
す
る
は
ず
の
言
葉
に
よ
っ
て

世
界
を
と
ら
え
る
こ
と
の
不
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
発
話

の
一
形
態
で
あ
る
詩
の
最
大
の
テ
ー
マ
が
沈
黙
で
あ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
が
生
じ
た
。
谷
川
は
何
よ
り
も
、
い
わ
ば
饒
舌
な
沈
黙
の
詩
人
な
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
は
や
く
三
浦
雅
士
が
適
切
に
指
摘
し
て
い
た
４
。

沈
黙
に
対
す
る
凝
視
を
起
点
と
し
て
、
そ
の
後
谷
川
の
詩
は
、
第
一
に
自

我
や
実
存
の
問
題
、
第
二
に
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
性

の
問
題
、
第
三
に
言
葉
に
よ
る
世
界
把
握
の
不
可
能
性
の
問
題
、
第
四
に

は
発
語
そ
の
も
の
の
条
件
の
問
題
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
た
５
。
こ
れ

ら
を
通
じ
て
、
谷
川
は
一
貫
し
て
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
遣
い
の
場
合
に
、

発
語
は
詩
と
な
る
の
か
、
詩
と
詩
な
ら
ざ
る
も
の
の
境
界
線
は
ど
こ
に
引

け
る
の
か
、
詩
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
と
い
う
問
い
か
け
を
続
け
て
き
た

の
で
あ
る
。
谷
川
は
、
詩
に
お
い
て
、
詩
の
本
質
を
問
う
こ
と
を
核
心
と

す
る
詩
人
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
極
め
て
尖
鋭
な
形
で
現
れ
た
の
は
、『
こ
と
ば
あ
そ
び
う

た
』（
一
九
七
三
・
一
〇
、
福
音
館
書
店
）
か
ら
始
ま
る
「
か
っ
ぱ
ら
っ

ぱ
か
っ
ぱ
ら
っ
た
」
の
類
の
ナ
ン
セ
ン
ス
性
の
追
求
、
百
科
事
典
の
パ
ロ

デ
ィ
『
定
義
』（
一
九
七
五
・
九
、
思
潮
社
）
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
中
心
で

は
な
く
、
語
り
掛
け
文
体
に
よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
志
向
の
横
溢
し
た
『
夜
中

に
台
所
で
ぼ
く
は
き
み
に
話
し
か
け
た
か
っ
た
』（
一
九
七
五
・
九
、
青

土
社
）
と
い
う
対
照
的
な
趣
向
を
持
つ
二
つ
の
詩
集
で
あ
る
。『
定
義
』

の
冒
頭
に
は
、
平
凡
社
版
『
世
界
大
百
科
事
典
』
か
ら
「
メ
ー
ト
ル
原
器

の
引
用
」
が
収
録
さ
れ
、
以
後
、
百
科
事
典
文
体
の
パ
ロ
デ
ィ
に
よ
る
散

文
詩
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
レ
オ
・
レ
オ
ニ
や
マ
ザ
ー
・

グ
ー
ス
の
翻
訳
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
、
こ
の
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇

年
代
中
盤
に
か
け
て
、
谷
川
の
詩
は
一
躍
、
現
代
芸
術
（
モ
ダ
ン
・
ア
ー

ト
）
と
呼
ぶ
べ
き
様
式
を
分
か
ち
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
６
。
す
な
わ
ち
、

『
コ
カ
コ
ー
ラ
・
レ
ッ
ス
ン
』（
一
九
八
〇
・
一
〇
、
思
潮
社
）
は
、
こ
れ

か
ら
詩
に
な
る
は
ず
の
言
葉
の
断
片
や
、
未
定
稿
、「
偽
書
」
の
「
残
闕
」、

質
問
集
や
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
図
版
な
ど
、
断
片
的
で
必
然
性
を
欠
い
た
言

葉
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
言
葉
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク

で
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
語
の
カ
タ
ロ
グ
』（
一
九
八
四
・
一
一
、
同
）
は
、

タ
イ
ト
ル
・
ピ
ー
ス
が
二
一
個
の
異
な
る
既
成
の
他
人
の
テ
ク
ス
ト
か
ら

の
引
用
で
あ
り
、
日
本
語
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
見
本
抽
出
）
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
始
め
、
マ
ン
ガ
、
ビ
デ
オ
の
プ
リ
ン
ト
、
シ
ャ
ム
双
生
児
の
百

貨
店
記
事
と
写
真
、
谷
川
の
足
型
な
ど
、
こ
れ
も
ま
た
徹
底
的
に
断
片
化

さ
れ
た
既
製
品
の
集
積
で
あ
る
。

　
『
日
本
語
の
カ
タ
ロ
グ
』
に
触
れ
た
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

言
葉
へ
の
通
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徴
と
し
て
、
対
象
か
ら
の
触
発
、
ひ
ら
が
な
表
記
、
さ
ら
に
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
お
よ
び
音
楽
家
で
も
あ
っ
た
ク
レ
ー
か
ら
も
受
け
継
い
だ
対
位
法
的
な

構
築
手
法
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
ク
レ
ー
の
天
使
画
と

の
関
連
の
う
ち
に
、
世
界
の
不
可
触
性
、
言
葉
の
限
界
性
、
境
界
の
相
対

性
な
ど
、
初
期
か
ら
谷
川
が
培
っ
て
き
た
様
々
な
主
題
を
昇
華
し
、
否
定

性
と
緊
張
感
に
満
ち
た
超
絶
的
な
作
品
群
と
し
て
結
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、
谷
川
は
七
〇
歳
を
間
近
に
し
て
い
た
が
、
な
お
新
た
な
挑
戦
を

や
め
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
現
在
ま
で
に
多
数
の
新
作
詩
集
が
上

梓
さ
れ
て
い
る
。

２
　
対
比
す
る
詩
集
『
ベ
ー
ジ
ュ
』

　
『
普
通
の
人
々
』『
ベ
ー
ジ
ュ
』『
ど
こ
か
ら
か
言
葉
が
』
の
三
冊
の
詩

集
は
、
高
齢
に
達
し
た
詩
人
に
よ
り
、
二
〇
一
九
年
か
ら
の
三
年
間
に
連

続
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
以
外
、
一
括
し
て
取
り
上
げ
る
必
然
性
は
特
に

な
い
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
た
詩
の
形
式
が
異
な
っ
て
お
り
、

変
貌
す
る
詩
人
・
谷
川
は
い
ま
だ
に
健
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。『
普

通
の
人
々
』
の
所
収
詩
編
に
は
、
た
と
え
ば
巻
頭
の
タ
イ
ト
ル
詩
「
普
通

の
人
々
」
に
、
寿
子
・
篤
・
有
希
彦
・
ア
ン
リ
の
四
人
の
名
前
が
挙
げ
ら

れ
る
な
ど
、
物
語
の
よ
う
に
人
物
が
登
場
す
る
。
そ
れ
が
自
覚
的
な
操
作

で
あ
る
こ
と
は
、「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、「
私
は
勝
手
に
名
前
を
つ
け
、

路
・
私
へ
の
通
路
」
７
に
お
い
て
、
谷
川
は
、
自
分
が
写
真
・
ビ
デ
オ
・

絵
本
な
ど
映
像
的
な
も
の
に
惹
か
れ
る
の
は
、「
エ
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ
と
か

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
っ
て
い
う
考
え
方
」
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
カ
タ
ロ
グ
詩
集
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
そ
れ
と
合
流
す
る
も
の
で
あ
る

と
述
べ
て
い
た
。
エ
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
宗
と
す
る

詩
人
。
こ
れ
は
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
論
者
た
ち
が
、
流
用
ア
ー
ト

（apropriation�art

）
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
と
呼
ん
だ
手
法
に
合

流
す
る
８
。
そ
れ
は
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
、
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー

ホ
ル
ら
か
ら
、
さ
ら
に
現
代
の
芸
術
動
向
に
も
比
肩
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
、
引
用
や
触
発
に
よ
る
詩
の
創
作
と
、
文
芸
以
外
の

ジ
ャ
ン
ル
と
の
結
び
つ
き
が
さ
ら
に
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
の
が
、

『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
聴
く
人
』（
一
九
九
五
・
一
、
小
学
館
）
と
『
ク
レ
ー

の
絵
本
』（
一
九
九
五
・
一
〇
、
講
談
社
）、
そ
れ
に
『
ク
レ
ー
の
天
使
』

（
二
〇
〇
〇
・
一
〇
、
講
談
社
）
で
あ
る
。『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
聴
く
人
』

は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
楽
曲
と
自
ら
の
朗
読
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
附
属
す

る
セ
ッ
ト
も
選
べ
る
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
ま
つ
わ
る

詩
集
で
あ
る
。
ま
た
、『
ク
レ
ー
の
絵
本
』『
ク
レ
ー
の
天
使
』
は
、
パ
ウ

ル
・
ク
レ
ー
の
絵
画
作
品
に
触
発
さ
れ
た
詩
を
、
絵
と
並
べ
て
配
置
し
た

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
詩
集
で
あ
る
。

　

こ
の
二
〇
〇
〇
年
の
『
ク
レ
ー
の
天
使
』
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
谷
川
の

詩
の
一
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
９
。
そ
れ
は
、
谷
川
詩
の
様
式
論
的
な
特

�言葉には老いがない
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そ
の
人
た
ち
の
生
活
の
断
片
を
想
像
し
て
み
た
り
す
る
」
と
か
、「
場
面

の
前
後
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
物
語
は
、
読
者
の
想
像
力
に
任
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
文
字

通
り
「
場
面
」
と
題
す
る
詩
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
物
語
の
場
面

を
と
ら
え
た
と
す
る
趣
向
の
詩
集
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
ど
こ
か
ら
か

言
葉
が
』
は
、『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

も
あ
っ
て
か
、
前
後
の
作
品
に
関
連
性
が
生
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
天
使
考
」
と
題
す
る
詩
が
、
飛
び
飛
び
に
で
は
あ
る
が
三
編
あ
る
。
ま

た
、「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
に
倣
っ
て
」
と
、
そ
の
続
編
と
も
言
え
る
「
ル
バ

イ
ヤ
ー
ト
に
倣
っ
て
ま
た
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
疑
う
人
」

「
断
る
人
」「
語
る
人
」「
終
わ
ら
な
い
人
」
と
そ
れ
ぞ
れ
題
す
る
、
連
作

と
も
見
え
る
詩
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
ど
こ
か
ら
か

言
葉
が
』
は
、
一
種
の
い
わ
ば
連
鎖
形
式
の
詩
集
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
の
中
で
『
ベ
ー
ジ
ュ
』
は
、
一
見
何
も
特
異
な
趣
向
の
認
め
ら
れ
な

い
詩
集
の
よ
う
だ
が
、
よ
く
見
る
と
一
貫
し
て
一
つ
の
基
調
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
過
去
と
現
在
、
青
年
期
と
老
年
期
と
の
対
比
・

対
照
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
よ
く
あ
る
よ
う
な
、
失
わ
れ
た
青
年
期

に
対
す
る
懐
旧
の
情
に
駆
ら
れ
た
老
人
の
繰
り
言
な
ど
と
は
関
係
が
な
い
。

そ
の
対
比
・
対
照
も
ま
た
、
詩
法
、
す
な
わ
ち
詩
の
方
法
や
理
論
に
お
い

て
な
さ
れ
て
い
る
点
に
、
こ
の
詩
集
の
大
き
な
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
「
あ
と
が
き
」
の
最
後
に
、「
米
寿
に
な
っ
た
が
、
ベ
ー
ジ
ュ
と
い
う
色

は
嫌
い
で
は
な
い
」
と
あ
り
、『
ベ
ー
ジ
ュ
』
と
い
う
題
名
は
「
米
寿
」、

つ
ま
り
八
八
歳
の
意
味
を
掛
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ベ
ー
ジ
ュ

（beige

）
は
フ
ラ
ン
ス
語
由
来
の
色
の
名
で
、
生
地
の
ま
ま
の
羊
毛
の
色
、

ひ
い
て
は
薄
茶
色
、
明
る
い
砂
の
色
を
表
す
。
た
だ
し
ベ
ー
ジ
ュ
が
実
際

に
指
し
示
す
色
は
か
な
り
幅
広
く
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
に
は
、
生

地
の
ま
ま
、
生き

成な
り

の
ま
ま
の
、
と
い
う
意
味
合
い
も
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
生
地
の
ま
ま
と
い
う
意
味
合
い
は
、
谷
川
の
詩
を
読
む
際
に
は

印
象
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
ま
で
考
慮
し
て
つ
け
ら
れ
た
題
名
か
ど

う
か
は
定
か
で
な
い
。

　

こ
の
詩
集
に
は
全
部
で
三
一
編
の
詩
が
収
め
ら
れ
、
目
次
を
見
る
と
、

間
に
空
行
を
入
れ
て
六
部
に
区
分
さ
れ
て
い
る
１0
。
真
ん
中
に
、
九
編
の

詩
を
含
む
「
十
四
行
詩
二
〇
一
六
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
十
四
行
詩
を
含
め
比
較
的
短
い
詩
が
大
半
を
占
め
る
が
、「
に
わ
に
木

が
」
と
「
蛇
口
」
の
二
編
だ
け
は
そ
れ
ぞ
れ
六
ペ
ー
ジ
と
一
一
ペ
ー
ジ
に

及
び
、
目
次
上
は
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
構
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
ひ
ら
が
な
回
帰
」
と
い
う
言
葉
が

出
て
来
る
。『
ベ
ー
ジ
ュ
』
の
巻
頭
を
飾
る
詩
は
「
あ
さ
」
と
題
す
る
全

編
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
た
詩
で
あ
る
。
ひ
ら
が
な
詩
は
、
谷
川
の
詩
の
様

式
の
核
心
部
分
を
占
め
る
。
谷
川
の
ひ
ら
が
な
詩
が
系
統
的
に
書
か
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
詩
集
『
こ
と
ば
あ
そ
び
う
た
』（
一
九
七
三
・
一
〇
、
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福
音
館
書
店
）
か
ら
で
あ
る
。
以
後
、『
わ
ら
べ
う
た
』（
一
九
八
一
・
一

〇
、
集
英
社
）、『
よ
し
な
し
う
た
』（
一
九
八
五
・
五
、
青
土
社
）
な
ど

は
全
体
が
わ
ず
か
の
漢
数
字
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
除
い
て
す
べ
て
ひ
ら
が

な
で
書
か
れ
、
ま
た
絵
本
・
児
童
詩
の
類
の
『
み
み
を
す
ま
す
』（
一
九

八
二
・
六
、
福
音
館
書
店
）、『
ど
き
ん
』（
一
九
八
三
・
二
、
理
論
社
）、

『
い
ち
ね
ん
せ
い
』（
一
九
八
八
・
一
、
小
学
館
）『
は
だ
か
』（
一
九
八

八
・
七
、
筑
摩
書
房
）、『
み
ん
な　

や
わ
ら
か
い
』（
一
九
九
九
・
一
〇
、

大
日
本
図
書
）、『
す
き
』（
二
〇
一
八
・
一
〇
、
理
論
社
）
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
系
譜
は
『
ク
レ
ー
の
絵
本
』『
ク
レ
ー
の
天
使
』
に
至
り
、
そ
れ
以

外
に
も
随
時
、
ひ
ら
が
な
詩
は
書
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
レ

オ
・
レ
オ
ニ
や
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
の
翻
訳
が
ひ
ら
が
な
で
な
さ
れ
、
北
原

白
秋
の
わ
ら
べ
う
た
採
集
に
も
触
発
さ
れ
、
そ
し
て
、
発
語
の
原
初
的
形

態
を
執
拗
に
追
求
す
る
谷
川
の
詩
の
根
幹
に
組
み
込
ま
れ
た
。
表
意
文
字

で
あ
る
漢
字
を
排
し
た
ひ
ら
が
な
表
記
に
よ
り
、
読
者
は
言
葉
の
持
つ
多

義
性
と
常
に
対
峙
し
、
言
葉
か
ら
意
味
の
発
生
す
る
瞬
間
へ
と
、
常
に
緊

張
感
を
も
っ
て
遡
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
ら
が
な
詩
は
、
発
語
の

瞬
間
、
意
味
の
起
源
へ
の
眼
差
し
を
内
包
し
た
谷
川
詩
に
お
い
て
、
そ
の

よ
う
な
意
味
で
重
要
な
資
産
と
な
っ
た
の
で
あ
る
１１
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
あ
さ
」
と
い
う
詩
は
、
八
八
歳
を
連
想
さ
せ
る

『
ベ
ー
ジ
ュ
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
念
頭
に
置
く
時
、
老
人
の
一
日
の
始

ま
り
を
描
い
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

め
が
さ
め
る

　
　

ど
こ
も
い
た
く
な
い

　
　

か
ゆ
い
と
こ
ろ
も
な
い

　
　

か
ら
だ
は
し
ず
か
だ

　
　

だ
が
こ
こ
ろ
は

　
　

う
ご
く

　
　
［
…
］

　
　

だ
れ
で
も

　
　

し
っ
て
い
る

　
　

い
き
も
の
は
い
つ
か

　
　

し
ぬ

　
　

い
の
ち
は

　
　

い
つ
も
あ
や
う
い
の
に

　
　

き
も
ち
は
ま
ぎ
れ
る

　
　

そ
ら
の
く
も
に

　
　

そ
よ
ぐ
く
さ
き
に

　
　

う
た
に

　
　

よ
ろ
こ
び
に

　
　
［
…
］

�言葉には老いがない
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し
ん
だ
あ
と
の

　
　

と
き
へ
と

　
　

こ
こ
ろ
は

　
　

う
ご
く

　
　

か
ら
だ
に

　
　

し
ば
ら
れ
な
が
ら

　
　

か
ら
だ
を

　
　

よ
ろ
こ
ん
で

　
　
［
…
］（「
あ
さ
」）

「
め
が
さ
め
る
／
ど
こ
も
い
た
く
な
い
／
か
ゆ
い
と
こ
ろ
も
な
い
／
か
ら

だ
は
し
ず
か
だ
／
だ
が
こ
こ
ろ
は
／
う
ご
く
」。
こ
の
第
一
連
で
こ
の
詩

の
基
調
は
設
定
さ
れ
る
。
身
体
に
何
の
問
題
も
抱
え
て
い
な
い
人
は
、
朝
、

目
が
覚
め
た
時
に
「
ど
こ
も
い
た
く
な
い
」
な
ど
と
考
え
る
こ
と
は
な
い
。

日
頃
、
病
や
障
害
、
そ
し
て
老
い
を
自
覚
す
る
者
だ
け
が
、
自
分
の
体
に

問
題
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
か
ら
だ
は
し
ず

か
だ
」
は
、
内
部
か
ら
は
ち
切
れ
そ
う
な
生
命
力
の
表
現
で
は
な
い
。
若

者
の
身
体
は
動
き
を
求
め
る
の
で
あ
り
、
静
か
な
体
は
、
も
は
や
若
者
の

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
。
だ
か
ら
こ
れ
は
老
人
の
詩
な
の
だ
。

だ
が
こ
の
老
人
は
、
体
は
静
穏
だ
が
、
心
は
躍
動
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
心
は
、
こ
の
老
人
に
お
い
て
は
言
葉
と
と
も
に
あ
る
。
第
三
連
で
、

「
だ
れ
で
も
／
し
っ
て
い
る
／
い
き
も
の
は
い
つ
か
／
し
ぬ
」、
だ
が
、
そ

の
危
う
い
命
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
き
も
ち
は
ま
ぎ
れ
る
」。
そ
の
紛
ら
す

対
象
は
、
空
、
雲
、
そ
し
て
う
た
と
喜
び
で
あ
り
、
こ
の
「
う
た
」
は
詩

を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
心
は
「
し
ん
だ
あ
と
の
／
と
き
へ

と
」、
つ
ま
り
死
後
へ
と
動
い
て
い
く
。
こ
こ
に
体
は
あ
っ
て
も
、
心
は

「
ど
こ
ま
で
も
／
い
つ
ま
で
も
」
動
く
。
今
も
生
き
て
い
る
現
在
を
確
認

し
つ
つ
、
心
が
詩
へ
と
動
か
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
朝
。
健
康
な
若
者
に

は
決
し
て
訪
れ
な
い
時
間
を
、
こ
の
詩
は
描
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

『
ベ
ー
ジ
ュ
』
と
い
う
詩
集
は
方
向
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
老
い
の
自
覚
、
凝
視
が
、
こ
の
詩
集
や
最
近
の
詩
集
に
は

見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
詩
「
明
日
が
」
は
、「
老
い
が
身
に
つ
い
て
き
て

／
し
げ
し
げ
と
庭
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
始
ま
る
。「
何
も
し
な
い

何
も
考
え
な
い
／
そ
ん
な
芸
当
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
す
る
精
神

状
態
、「
転
ば
な
い
よ
う
に
立
ち
上
が
り
」
と
い
う
身
体
の
問
題
も
、
こ

の
詩
は
含
ん
で
い
る
。
詩
「
言
葉
と
別
れ
て
」
で
は
、
青
空
の
白
い
雲
を

「
老
人
の
私
も
そ
れ
を
見
て
い
る
が
／
赤
ん
坊
と
違
っ
て
私
は
そ
れ
を
言

葉
で
見
る
」
と
う
た
う
。
目
で
見
る
実
感
で
は
な
く
、
言
葉
に
よ
る
概
念

化
が
、
こ
の
老
人
の
見
る
行
為
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
老
い
や
老

人
が
作
品
を
基
礎
づ
け
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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だ
が
、
こ
の
詩
集
は
老
い
を
嘆
く
老
人
の
愚
痴
で
は
全
く
な
い
。
こ
の

よ
う
な
老
い
の
基
調
の
上
に
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
と
言

う
べ
き
か
、
詩
の
手
法
と
本
質
に
関
わ
る
追
求
と
確
認
が
、
そ
こ
に
は
横

溢
し
て
い
る
。
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
、
詩
集
『
ベ
ー
ジ
ュ
』
の
眼
目
な
の

で
あ
る
。

　

こ
の
詩
集
の
帯
に
は
、「
１８
歳
の
日
、
／
ぼ
く
は
／
湧
き
あ
が
る
／
詩

を
／
大
学
ノ
ー
ト
に
／
書
き
始
め
た
。
／
あ
れ
か
ら
／
７0
年

─
」
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
あ
さ
」
に
続
く
二
番
目
の
詩

は
「
香
し
い
午
前
」
だ
が
、
こ
の
散
文
詩
は
末
尾
に
「１９５１.４.４

」
と
あ

り
、
次
の
三
番
目
の
詩
「
退
屈
な
午
前
」
に
は
「２0１９.６.１

」
と
書
か
れ
、

こ
れ
も
ま
た
散
文
詩
で
あ
る
。
本
書
は
巻
末
に
「
初
出
」
の
一
覧
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
中
に
年
月
日
が
付
記
さ
れ
た
の
は
こ
の
二
編
の
み

で
あ
り
、
内
容
・
形
式
上
も
対
比
の
効
果
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
一
九
五
一
年
は
谷
川
が
二
〇
歳
に
な
る
年
で
あ
り
、「
あ
れ
か

ら
／
７0
年

─
」
の
時
間
差
を
こ
の
対
比
は
抱
え
て
い
る
。

　

ま
る
で
怠
惰
な
川
の
よ
う
に
僕
は
静
か
な
雨
を
降
る
に
ま
か
せ

て
い
る
。
あ
る
時
は
暖
く
、
あ
る
時
は
濁
っ
て
、
た
ま
に
凍
り
長

い
間
…
…
。
開
拓
者
達
が
駈
け
去
っ
て
し
ま
う
と
焚
火
が
残
る

…
…
。
そ
の
火
に
映
え
、
そ
の
煙
に
む
せ
、
そ
の
灰
に
僕
は
涙
を

流
す
。

し
か
し
あ
る
香
し
い
午
前
、
僕
は
眼
を
覚
ま
す
。
世
界
に
似
た
夢

か
ら
。
そ
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
美
し
い
姿
勢
で
僕
の
意
志
が

生
ま
れ
る
。
滅
ぶ
こ
と
を
知
っ
て
い
る
、
そ
し
て
そ
の
上
に
戦
う

こ
と
を
知
っ
て
い
る
美
し
い
意
志
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
時
こ
そ
僕
は
ほ
ん
と
う
に
う
た
う
こ
と
が
出
来
る
。
僕
の
死

に
む
か
っ
て
、
僕
の
誕
生
に
む
か
っ
て
、
数
し
れ
ぬ
島
宇
宙
の
か

な
た
に
む
か
っ
て
、
猿
の
よ
う
な
人
達
の
い
た
野
原
に
む
か
っ
て
、

冷
え
て
し
ま
っ
た
太
陽
に
む
か
っ
て
僕
は
う
た
う
こ
と
が
出
来
る
。

［
…
］（「
香
し
い
午
前
」）

　

帰
り
道
を
知
ら
な
い
の
に
朝
、
私
は
い
つ
の
間
に
か
帰
っ
て
来

て
い
た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
答
え
の
な
い
問
い
か

け
を
す
る
若
さ
と
は
、
も
う
絶
交
だ
。
見
慣
れ
た
も
の
が
目
に
入

る
だ
け
で
昨
夜
が
今
朝
に
切
れ
目
な
く
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に

安
心
す
る
。［
…
］

　

今
日
の
約
束
は
な
ん
だ
っ
た
か
、
忘
却
の
快
感
を
味
わ
い
な
が

ら
、
私
は
顔
を
洗
い
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
白
湯
で
流
し
込
み
、
情

報
と
宣
伝
の
深
海
の
探
検
を
諦
め
て
い
る
朝
刊
を
開
き
、
燃
え
る

ゴ
ミ
へ
と
閉
じ
る
。

�言葉には老いがない
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ミ
ル
ク
を
温
め
紅
茶
を
淹
れ
机
の
前
に
座
る
。
何
故
か
数
日
来

読
み
続
け
て
い
る
本
を
引
用
し
た
く
な
る
。　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド

ン
、
行
方
昭
夫
訳
の
『
ど
ん
底
の
人
び
と
─
ロ
ン
ド
ン１９0２

』
か

ら
の
引
用
の
引
用
。

「
人
を
惨
め
に
す
る
の
は
死
で
は
な
い
。
飢
え
死
に
す
る
こ
と
で
さ

え
人
を
惨
め
に
は
し
な
い
。（
中
略
）
人
を
惨
め
な
思
い
に
追
い
込

む
の
は
む
し
ろ
、
惨
め
に
『
生
き
る
』
こ
と
な
の
で
あ
る
。（
後

略
）

─
カ
ー
ラ
イ
ル
」

［
…
］（「
退
屈
な
午
前
」）

　
「
香
し
い
午
前
」
に
お
い
て
空
想
さ
れ
る
「
香
し
い
午
前
」
と
は
、「
滅

ぶ
こ
と
」
の
認
識
の
上
に
「
戦
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
美
し
い
意
志
が
生

ま
れ
る
」
時
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
僕
」
は
、
自
分
の
死
や
誕
生
、
あ
る

い
は
宇
宙
的
空
間
の
彼
方
や
人
類
史
的
な
過
去
、
さ
ら
に
太
陽
の
死
滅
す

る
悠
久
の
未
来
を
も
「
う
た
う
こ
と
が
出
来
る
」、
つ
ま
り
詩
の
言
葉
で

表
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
そ
の
よ
う
な
理
想
的
な
時
間
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
退
屈
な
午
前
」
の
「
私
」
は
、「
今
日
の
約
束
」
を

忘
れ
、
体
を
養
う
「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
を
飲
用
し
、
朝
刊
を
読
む
と
直
ぐ

に
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
に
出
す
よ
う
な
、
ダ
ル
な
人
物
で
あ
る
。
冒
頭
の
二

文
目
に
、「
ど
こ
へ
行
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
答
え
の
な
い
問
い
か
け
を

す
る
若
さ
と
は
、
も
う
絶
交
だ
」
と
書
く
こ
の
「
私
」
は
、
も
は
や
若
く

は
な
く
、
要
す
る
に
物
事
に
厳
密
や
厳
格
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
。
昨
夜

と
今
夜
と
の
繋
が
り
に
安
心
し
、
忘
却
も
既
に
快
感
で
し
か
な
い
。
し
か

し
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン
、
カ
ー
ラ
イ
ル
か
ら
の
引
喩
に
、「
人
を
惨

め
な
思
い
に
追
い
込
む
の
は
む
し
ろ
、
惨
め
に
『
生
き
る
』
こ
と
な
の
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
見
つ
け
、「
底
に
見
え
隠
れ
す
る
惨
め
な
思
い
と

縁
が
切
れ
な
い
」
と
す
る
こ
の
「
私
」
は
、
七
〇
年
前
の
午
前
に
訪
れ
た

理
想
的
な
時
間
、
戦
う
意
志
の
横
溢
し
た
時
を
否
定
し
つ
つ
も
、「
惨
め

な
思
い
」
を
払
拭
で
き
な
い
現
在
の
「
退
屈
」
を
も
認
識
し
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、
島
宇
宙
や
太
古
の
野
原
や
無
窮
の
未
来
へ
と
向
か
う
強
烈
な
意

志
は
な
く
と
も
、
今
・
こ
こ
に
い
る
こ
と
の
意
味
を
見
極
め
よ
う
と
す
る

意
志
の
働
き
が
感
じ
取
れ
る
。

　

以
上
こ
の
二
つ
の
詩
の
対
比
は
、
七
〇
年
の
時
を
隔
て
た
変
化
を
は
ら

み
な
が
ら
も
、
意
志
の
根
源
と
し
て
の
今
・
こ
こ
の
認
識
の
持
続
を
も
確

認
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
今
・
こ
こ
に
い
る
こ
と
の
意

味
の
究
明
は
、
そ
の
名
も
「
イ
ル
」
と
題
さ
れ
た
四
番
目
の
詩
で
も
繰
り

返
さ
れ
る
。「
今
日
／
私
が
イ
ル
／
の
で
あ
る
」
か
ら
「
イ
ル
／
私
が
イ

ル
／
平
気
で
／
今
も
」
ま
で
の
展
開
の
中
で
、「
姿
か
た
ち
は
違
っ
て
い

た
が
／
八
十
七
年
前
も
イ
タ
ら
し
い
」「
私
」
の
持
続
性
が
、「
こ
こ
に
い

る
」
境
地
の
確
認
と
と
も
に
語
ら
れ
る
。
冒
頭
の
「
あ
さ
」
か
ら
こ
の



85

「
イ
ル
」
ま
で
で
、
こ
の
詩
集
が
い
か
に
老
い
を
見
つ
め
る
作
品
と
な
っ

て
い
る
か
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

３
　
詩
の
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　

対
比
に
よ
り
、
加
齢
に
伴
う
変
容
と
持
続
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
。

そ
の
も
う
一
つ
の
実
践
と
し
て
、『
ベ
ー
ジ
ュ
』
の
「
十
四
行
詩
二
〇
一

六
」
と
題
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
何
と
対
比
さ
れ
て

い
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
や
『
鳥
羽
』

（
一
九
七
〇
・
一
、
求
龍
堂
）
な
ど
、
過
去
の
自
ら
の
ソ
ネ
ッ
ト
詩
集
だ

ろ
う
。
西
洋
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
本
来
、
一
四
行
か
ら
成
る
だ
け
で
な
く
、
韻

を
踏
む
こ
と
に
よ
り
高
度
な
音
楽
性
と
格
式
美
を
備
え
た
形
式
で
あ
る
が
、

日
本
語
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
、
よ
り
自
由
な
ソ
ネ
ッ
ト
風
の
現
代
詩
で
あ
る
。

谷
川
は
立
原
道
造
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
影
響
を
受
け
て
書
き
始
め
た
ら
し
く
１２
、

他
に
、
中
原
中
也
や
中
村
稔
、
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ネ
ッ

ト
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
に
「
ソ
ネ
ッ

ト
」
を
入
れ
た
谷
川
は
、
立
原
と
も
並
ぶ
日
本
の
ソ
ネ
ッ
ト
詩
人
の
代
表

格
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
谷
川
詩
の
代
名
詞
で
も
あ
る
ソ

ネ
ッ
ト
（
一
四
行
詩
）
を
あ
え
て
章
題
と
し
た
の
は
、『
六
十
二
の
ソ

ネ
ッ
ト
』
へ
の
引
喩
（allusion

）
を
含
む
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
う
ち
、
既
に
触
れ
た
「
明
日
が
」
に
お
い
て
は
、「
何
も
し
な
い

何
も
考
え
な
い
」「
転
ば
な
い
よ
う
に
立
ち
上
が
り
／
能
楽
の
時
間
を
歩

み
始
め
る
」
と
う
た
う
。「
能
楽
の
時
間
」
つ
ま
り
極
め
て
ゆ
っ
く
り
し

た
時
間
に
身
を
委
ね
る
こ
と
こ
そ
、
老
い
が
身
に
つ
い
た
境
地
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
「
明
日
が
ひ
た
ひ
た
と
近
づ
い
て
く
る
」
の
で
あ
っ
て
、
決
し

て
自
ら
明
日
に
向
か
う
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
老
い
に
ま
つ
わ
る

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
以

後
の
詩
に
お
い
て
は
、
よ
り
尖
鋭
な
認
識
の
在
り
方
が
目
覚
ま
し
く
現
れ

て
く
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が
、
ソ
ネ
ッ
ト
「
夜
の
バ
ッ
ハ
」

で
あ
る
。

　
　

立
ち
枯
れ
て
し
ま
っ
た
意
味
の
大
通
り
を

　
　

幼
児
の
一
団
が
よ
ち
よ
ち
歩
い
て
行
く

　
　

ほ
つ
れ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
ひ
っ
か
か
っ
て

　
　

老
爺
が
一
人
雀
の
よ
う
に
も
が
い
て
い
る

　
　

議
会
で
は
夥
し
い
法
案
が
葬
ら
れ

　
　

台
所
で
は
昔
な
が
ら
の
豆
が
煮
え
て
い
る

　
　

地
下
深
く
ゴ
ミ
と
化
し
た
歴
史
は
埋
め
ら
れ

　
　

ウ
ェ
ブ
は
無
数
の
言
葉
を
流
産
し
て
い
る

　
　
［
…
］

�言葉には老いがない



86

喚
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、
反
復
の
意
味
を
も
共
示
す
る
。

　

ま
た
、
本
詩
集
に
は
、「
ウ
ェ
ブ
」、「
ブ
ロ
グ
」、「
デ
ジ
タ
ル
」
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
言
葉
が
頻
出
す
る
。「
十
四
行
詩
二
〇
一
六
」
の
掉
尾
を

飾
る
「
泣
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
は
、
ま
さ
し
く
絶
唱
で
あ
る
。

　
　
［
…
］

　
　

た
だ
一
つ
の
一
回
限
り
の
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
実
が

　
　

文
字
に
な
り
映
像
に
な
っ
て
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
て
忘
れ
ら
れ
る

　
　

数
小
節
の
音
楽
に
な
だ
め
ら
れ
て
口
を
喋
む
若
者
の

　
　

饒
舌
な
ブ
ロ
グ
に
見
え
隠
れ
す
る
暴
力
の
波
動

　
　
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
以
後
、
詩
を
書
く
こ
と
は
野
蛮
だ
」

　
　

勲
章
を
も
ら
っ
た
老
詩
人
は
照
れ
な
が
ら
ア
ド
ル
ノ
を
引
用
し
て

　
　
「
詩
人
に
は
野
蛮
人
と
し
て
の
一
面
が
必
要
だ
」
と
つ
け
加
え
る

　
　

夢
も
言
語
も
失
っ
て
世
界
は
た
だ
の
事
実
で
し
か
な
く
な
っ
た

　
　

嗚
咽
で
も
す
す
り
泣
き
で
も
号
泣
で
も
な
く

　
　

�

泣
き
顔
を
見
せ
ず
に
泣
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
（「
泣
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
」）

　
「
数
小
節
の
音
楽
に
な
だ
め
ら
れ
て
口
を
噤
む
若
者
の
／
饒
舌
な
ブ
ロ

　
　

未
来
の
真
実
は
現
在
の
事
実
を
模
倣
す
る
だ
ろ
う
か

　
　

夜
の
バ
ッ
ハ
が
誰
に
聞
か
れ
る
と
な
く

　
　

人
々
の
耳
に
近
く
チ
ェ
ン
バ
ロ
で
呟
い
て
い
る
（「
夜
の
バ
ッ
ハ
」）

　

そ
の
第
二
連
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
議
会
で
は
夥
し
い
法
案
が
葬

ら
れ
／
台
所
で
は
昔
な
が
ら
の
豆
が
煮
え
て
い
る
／
地
下
深
く
ゴ
ミ
と
化

し
た
歴
史
は
埋
め
ら
れ
／
ウ
ェ
ブ
は
無
数
の
言
葉
を
流
産
し
て
い
る
」。

こ
れ
は
現
代
社
会
に
対
す
る
批
判
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
詩
冒
頭
の

「
立
ち
枯
れ
て
し
ま
っ
た
意
味
の
大
通
り
」
は
、
言
葉
が
軽
ん
じ
ら
れ
、

意
味
が
深
く
検
討
さ
れ
な
い
現
代
を
指
し
、「
幼
児
の
一
団
」
は
現
代
人

で
あ
り
、
そ
こ
で
「
一
人
雀
の
よ
う
に
も
が
い
て
い
る
」「
老
爺
」
と
は
、

こ
の
高
齢
の
詩
人
な
の
だ
ろ
う
。「
退
屈
な
午
前
」
の
「
惨
め
な
思
い
」

に
も
通
じ
る
現
状
で
あ
る
。「
未
来
の
真
実
は
現
在
の
事
実
を
模
倣
す
る

だ
ろ
う
か
」
と
は
、
こ
の
旧
態
依
然
と
し
た
繰
り
返
し
の
現
実
が
、
未
来

に
も
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
の
か
の
問
い
と
言
え
る
。
谷
川
の
詩
法
の
根
底

に
は
、
バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
対
位
法
（Kontrapunkt

）
に
も
通

じ
る
、
反
復
と
そ
の
ず
ら
し
の
構
造
が
あ
る
１３
。
今
回
の
三
つ
の
詩
集
所

収
詩
編
に
お
い
て
も
そ
れ
は
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
『
ベ
ー
ジ
ュ
』
に

は
「
詩
の
捧
げ
物
」
と
題
す
る
、
バ
ッ
ハ
の
「
音
楽
の
捧
げ
物
」
に
触
発

さ
れ
た
詩
も
あ
る
。「
バ
ッ
ハ
」
と
い
う
語
彙
は
、
こ
の
場
合
、
そ
の
対

位
法
、
す
な
わ
ち
フ
ー
ガ
、
カ
ノ
ン
、
リ
チ
ェ
ル
カ
ー
レ
な
ど
の
形
式
を
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グ
に
見
え
隠
れ
す
る
暴
力
の
波
動
」。
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
思
想
を
持
た

ず
、
技
術
だ
け
を
信
仰
す
る
心
な
い
者
に
よ
っ
て
、
弱
者
が
傷
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
詩
で
は
、「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
以
後
、
詩
を
書
く
こ
と
は

野
蛮
だ
」
と
テ
オ
ド
ー
ル
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ
の
語
っ
た
言
葉
が
引
用
さ

れ
１４
、
そ
の
「
暴
力
」
に
対
抗
す
る
道
が
模
索
さ
れ
る
も
の
の
、
結
局
、

「
夢
も
言
語
も
失
っ
て
世
界
は
た
だ
の
事
実
で
し
か
な
く
な
っ
た
」、「
泣

き
顔
を
見
せ
ず
に
泣
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
す
る
痛
切
な
認
識
が
示

さ
れ
る
。「
と
ま
れ
喜
び
が
今
日
に
住
む
／
若
い
陽
の
心
の
ま
ま
に
」
と

高
ら
か
に
う
た
っ
た
『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
と
、
こ
れ
は
ま
た
何
と
い

う
違
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る
言

葉
・
詩
・
詩
人
の
位
置
を
、
詩
集
『
ベ
ー
ジ
ュ
』
は
突
き
詰
め
よ
う
と
す

る
。
集
中
最
大
の
長
詩
「
蛇
口
」
で
は
、「
水
道
の
蛇
口
」
す
な
わ
ち
現

実
世
界
と
、「
言
葉
の
蛇
口
」
す
な
わ
ち
言
葉
の
力
と
が
対
比
さ
れ
る
。

「
地
球
を
覆
う
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
に
今
日
も
／
米
寿
の
男
は
沐
浴
し
て
い

る
」。
こ
の
詩
に
お
け
る
「
米
寿
の
男
」
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
映
像
で

世
界
の
隅
々
ま
で
観
察
で
き
る
状
態
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
言
葉
と
し

て
認
識
で
き
な
い
限
界
状
態
に
身
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
世
界
内
に
点
在

す
る
「
戦
火
」「
原
子
炉
」「
マ
シ
ン
」「
バ
ー
コ
ー
ド
」
な
ど
が
次
々
と

列
挙
さ
れ
る
が
、「
焦
点
が
合
わ
な
い
／
そ
の
暈
け
を
意
味
は
喜
ば
な
い

だ
ろ
う
」
と
、
そ
れ
ら
は
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
受
容
さ
れ
る
ほ
か
に
な
い
。

「
…
こ
の
私
は
本
当
に
私
だ
ろ
う
か
…
」、「
…
私
は
そ
こ
に
は
い
な
く
て

こ
こ
に
い
る
の
だ
が
…
」
と
、
こ
の
映
像
の
中
で
「
私
」
は
自
ら
の
輪
郭

さ
え
不
確
定
な
状
態
に
あ
る
の
だ
。「
私
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
メ
ー
タ
の
針

が
振
れ
る
／
言
葉
の
自
分
を
丸
め
て
捨
て
る
と
／
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
一
体
と
な
っ
て
／
私
は
空
を
見
上
げ
て
大
の
字
に
な
る
」。
こ
こ
で
、

言
葉
の
世
界
か
ら
自
然
へ
と
「
私
」
は
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
、
結
局
こ
の

デ
ジ
タ
ル
世
界
か
ら
外
へ
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
…
カ

ミ
の
名
に
値
す
る
の
は
自
然
だ
け
…
」
な
の
だ
か
ら
。

　

そ
し
て
、
詩
「
何
も
」
か
ら
始
ま
る
詩
集
の
最
後
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

谷
川
初
期
の
沈
黙
へ
の
凝
視
と
、
言
葉
に
よ
る
世
界
の
不
可
触
性
の
認
識

へ
と
回
帰
し
た
か
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。「
何
も
」
で
は
、「
だ
が

言
葉
で
掬
お
う
と
す
る
と
／
ど
こ
か
へ
消
え
去
る
」
と
し
て
、
詩
が
世
界

を
と
ら
え
る
こ
と
の
限
界
と
、
沈
黙
が
内
包
す
る
意
味
の
豊
か
さ
に
つ
い

て
描
か
れ
る
。
続
く
ソ
ネ
ッ
ト
「
裸
の
詩
」
で
は
、「
文
字
を
脱
い
で
裸

に
な
っ
て
／
詩
が
心
の
部
屋
に
入
っ
て
く
る
」
と
う
た
う
。

　
　

文
字
を
脱
い
で
裸
に
な
っ
て

　
　

詩
が
心
の
部
屋
に
入
っ
て
く
る

　
　

外
で
は
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
が

　
　

部
屋
の
空
気
は
穏
や
か
だ

�言葉には老いがない
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［
…
］

　
　

詩
の
裸
体
は
美
し
い

　
　

だ
が
見
つ
め
る
と
姿
は
ぼ
や
け
て

　
　

風
に
さ
や
ぐ
木
々
に
紛
れ
る

　
　

脱
ぎ
捨
て
た
文
字
を
ま
と
っ
て

　
　

唐
突
に
部
屋
か
ら
詩
が
去
る

　
　

声
の
谺
ば
か
り
を
残
し
て
（「
裸
の
詩
」）

　

こ
れ
は
詩
集
『m

inim
al

』（
二
〇
〇
二
・
一
〇
、
思
潮
社
）
の
冒
頭

の
詩
「
襤
褸
」
の
第
一
連
に
、「
夜
明
け
前
に
／
詩
が
／
来
た
／
／
む
さ

く
る
し
い
／
言
葉
を
／
ま
と
っ
て
」
と
あ
る
一
節
を
想
起
さ
せ
る
。「
詩

の
裸
体
」
と
は
、
詩
の
本
体
、
言
葉
で
は
届
か
な
い
世
界
の
実
質
を
体
現

す
る
イ
デ
ア
で
あ
る
。
だ
が
言
葉
を
排
除
し
た
詩
な
ど
と
い
う
の
は
、
現

実
に
お
い
て
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
し
か
な
く
、
見
果
て
ぬ
夢
で
し
か
な
い
。

詩
は
言
葉
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
だ
が
、
同
時
に
言
葉
に
よ
っ
て
こ
そ

詩
は
最
も
不
自
由
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次

の
詩
は
、
こ
れ
も
ソ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
「
言
葉
と
別
れ

て
」
で
あ
る
意
味
は
、
こ
こ
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
次
の
、
既
に
触
れ
た
「
詩
の
捧
げ
物
」
で
も
、「
文
字
で
も
声
で

も
な
い
詩
」
へ
の
憧
れ
が
述
べ
ら
れ
、
最
終
第
六
連
で
「
虚
空
に
詩
を
捧

げ
る
／
形
な
い
も
の
に
ひ
そ
む
／
原
初
よ
り
の
力
を
信
じ
て
」
と
あ
る
の

は
、
言
葉
を
本
業
と
し
な
が
ら
も
、
世
界
の
実
質
に
深
く
養
わ
れ
て
い
る

者
の
、
矛
盾
し
て
は
い
る
も
の
の
、
心
の
奥
底
か
ら
湧
き
出
た
、
自
然
と

現
実
へ
の
鑽
仰
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
詩
集
『
ベ
ー
ジ
ュ
』
に
お
い
て
、

第
一
に
、
若
い
日
の
作
品
と
現
在
の
作
品
、
特
に
『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ

ト
』
と
「
十
四
行
詩
二
〇
一
六
」
と
の
対
比
・
対
照
に
よ
り
、
加
齢
に
伴

う
時
間
の
経
過
に
お
け
る
変
化
と
持
続
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
詩
「
こ
の
午
後
」
と
「
そ
の
午

後
」
に
お
い
て
、「
青
空
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』

で
人
口
に
膾
炙
し
た
詩
「
か
な
し
み
」
や
「
は
る
」
を
想
起
さ
せ
た
り
、

ま
た
、
詩
「
色
即
是
空
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」
で
は
黒
と
白
と
の
間
の
色
の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
触
れ
て
、
詩
集
『
定
義
』
の
詩
「
灰
に
つ
い
て
の
私

見
」
と
ほ
ぼ
同
じ
思
考
を
展
開
し
た
り
す
る
な
ど
、
同
様
の
趣
向
は
随
所

に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
に
お
い
て
は
大
江
健
三
郎
や
村
上
春
樹

ら
が
、
年
長
と
な
っ
て
か
ら
、
過
去
の
自
作
を
取
り
入
れ
る
形
で
創
作
を

行
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
セ
ル
フ
・
リ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
に
も
通
じ
る
だ

ろ
う
。

　

第
二
に
、
加
齢
に
よ
る
変
化
と
は
、
老
い
に
伴
っ
て
、
強
烈
な
意
志
と

生
命
の
力
か
ら
、
現
実
を
注
視
し
受
容
す
る
方
向
へ
の
変
容
で
あ
る
。
就
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中
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
現
状
が
、
自
ら
も
そ
の
恩

恵
に
浴
し
な
が
ら
も
、
批
判
的
に
と
ら
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
描
き
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
デ
ジ
タ
ル
世
界
に
お
い
て
「
私
」
は
「
ア
ナ
ロ
グ
メ
ー

タ
の
針
」
で
あ
り
、
輪
郭
を
暈ぼ

か
さ
れ
た
不
確
定
な
状
態
に
置
か
れ
な
が

ら
も
、
と
に
か
く
言
葉
を
も
っ
て
そ
の
状
態
そ
の
も
の
を
記
述
し
て
い
く
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
加
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
持
続
す
る
も
の
と
は
、
詩
人

が
そ
の
本
質
と
す
る
そ
の
言
葉
自
体
に
関
す
る
注
視
で
あ
り
、
こ
れ
は
初

期
か
ら
全
く
変
化
し
て
い
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味

で
、
谷
川
俊
太
郎
の
詩
と
は
、
一
貫
し
て
詩
に
つ
い
て
の
詩
で
あ
り
、
詩

に
関
す
る
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
１５
。
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ど
こ
ろ
か
、
そ
も

そ
も
詩
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
認
識
そ
の
も
の
が
一
般
に
は
希

薄
で
あ
る
が
、
詩
集
『
普
通
の
人
々
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
谷
川
自
身
、

「
詩
も
小
説
と
同
じ
く
基
本
的
に
は
虚
構
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
」
と
書

く
よ
う
に
、
今
や
こ
れ
を
常
識
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
谷
川
の

詩
は
、
詩
に
つ
い
て
語
る
詩
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
詩
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
詩
で
あ
る
。
そ
し
て

『
ベ
ー
ジ
ュ
』
も
ま
た
、
詩
と
は
何
か
、
詩
と
詩
な
ら
ざ
る
も
の
と
の
境

界
線
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
、
一
貫
し
て
問
い
続
け
て
き
た
谷
川
の
詩
の

現
在
地
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
確
か
に
自
ら
を
老
い

た
も
の
と
し
て
定
位
し
た
上
で
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
語
る
言
葉

遣
い
に
は
、
何
ら
の
老
い
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

谷
川
の
詩
は
、
感
情
の
詩
と
い
う
よ
り
も
認
識
の
詩
で
あ
り
、
存
在
に

つ
い
て
の
詩
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
既
に
抒
情
詩
と
い
う
よ
う
な
概
念

で
谷
川
の
作
品
を
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、

認
識
と
存
在
を
語
る
谷
川
の
詩
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
側
面
に
お
い
て
、

そ
も
そ
も
老
い
と
い
う
よ
う
な
生
理
的
現
象
と
は
無
縁
な
の
で
あ
る
。
谷

川
の
作
品
は
、
い
つ
も
、
い
つ
ま
で
も
本
質
的
に
若
い
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
詩
人
が
常
に
、
人
間
と
世
界
と
の
出
遭

い
と
接
触
の
局
面
を
見
つ
め
、
そ
こ
に
お
い
て
言
葉
が
誕
生
す
る
瞬
間
を

と
ら
え
、
そ
の
一
瞬
そ
の
も
の
を
発
語
の
本
質
と
し
て
培
っ
て
い
る
こ
と

に
由
来
す
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
谷
川
の
様
式
は
絵
本
・
童
話
な
ど

の
子
ど
も
向
け
文
芸
と
親
和
性
が
高
く
、『
こ
と
ば
あ
そ
び
う
た
』
の
類

の
ナ
ン
セ
ン
ス
文
芸
と
も
親
和
性
が
高
く
、
そ
の
要
素
が
最
大
限
に
発
揮

さ
れ
る
の
が
ひ
ら
が
な
詩
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
く

の
で
あ
る
。

４
　
言
葉
と
老
い

　

詩
集
『
ど
こ
か
ら
か
言
葉
が
』
に
触
れ
て
第
一
に
驚
か
さ
れ
る
の
は
、

一
一
一
ペ
ー
ジ
の
さ
ほ
ど
厚
く
な
い
本
の
中
に
、
五
二
編
の
詩
が
満
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
詩
作
の
密
度
、
そ
の
生
産
力
の
高
さ
が
如
実
に

�言葉には老いがない
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そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
か
み
さ
ま
は
ち
っ
ぽ
け

　
　

に
ん
げ
ん
と
か
わ
ら
な
い

　
　

�

ボ
ク
は
き
ょ
う
か
ら
ま
じ
め
に
に
ん
げ
ん
を
や
っ
て
い
く

（「GEN
ESIS

」）

　
「
は
じ
ま
り
の
は
じ
ま
り
を
し
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。Genesis

と
は
、

起
源
・
由
来
・
始
ま
り
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
聖
書
の
『
創
世
記
』
を
も

意
味
す
る
。
こ
の
、
い
わ
ば
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
を
思
わ
せ
る
詩
で
は
、

「
こ
の
よ
」
と
「
あ
の
よ
」
は
ど
ち
ら
も
不
可
視
・
不
可
知
で
あ
り
、「
そ

れ
に
く
ら
べ
る
と
か
み
さ
ま
は
ち
っ
ぽ
け
／
に
ん
げ
ん
と
か
わ
ら
な
い
」

と
う
た
わ
れ
る
。
最
終
行
で
「
ボ
ク
は
き
ょ
う
か
ら
ま
じ
め
に
に
ん
げ
ん

を
や
っ
て
い
く
」
と
は
、
起
源
・
由
来
を
尋
ね
つ
つ
、
結
局
今
・
こ
こ
に

立
脚
す
る
ほ
か
に
な
い
、
徹
底
し
た
現
世
主
義
・
世
俗
主
義
の
立
場
を
示

す
。
谷
川
は
、
こ
れ
ほ
ど
起
源
・
根
源
に
こ
だ
わ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
神
、
す
な
わ
ち
超
越
的
な
理
論
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
し
な

い
。
解
決
で
き
な
い
世
界
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
、
そ
の
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
世
界
を
凝
視
す
る
こ
と
、
こ
の
間
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
中
で
谷
川
の

詩
は
成
立
す
る
。
従
っ
て
、
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
谷
川
俊
太
郎
の
詩
は
、

徹
底
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
詩
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
初
期
か
ら
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
詩
「
コ
ト
バ
さ
ん
」
で
、

示
さ
れ
て
い
る
。
幾
つ
か
の
詩
か
ら
言
葉
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
詩
「
今
は

切
り
株
」
で
は
、「
言
葉
の
も
た
ら
す
も
の
は
ほ
ん
の
僅
か
だ
」
と
「
饒

舌
と
沈
黙
を
代
わ
る
代
わ
る
浪
費
し
て
き
て
」、
し
か
し
「
い
ま
赤
ん
坊

の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
に
」
微
笑
み
返
し
て
い
る
。
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

ス
マ
イ
ル
（
古
代
的
な
微
笑
み
）
は
、
古
典
古
代
の
彫
刻
な
ど
に
見
ら
れ

る
喜
び
や
悲
し
み
、
苦
し
み
な
ど
を
同
時
存
在
さ
せ
た
多
義
的
な
微
笑
み

の
こ
と
で
あ
る
。
最
も
新
し
く
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
が
、
最
も
古
い
微
笑
み

を
宿
し
、
そ
れ
が
多
義
的
で
汲
み
尽
く
せ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
生
の
一

瞬
」
の
価
値
に
人
は
気
づ
か
な
い
。
こ
こ
に
も
ま
た
、
誕
生
と
終
末
が
一

点
で
収
斂
し
、
言
葉
の
限
界
を
言
葉
で
語
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
認
め
ら
れ

る
。
詩
「GEN

ESIS

」
の
本
文
は
、「
ボ
ク
」
だ
け
が
カ
タ
カ
ナ
の
ひ
ら

が
な
詩
で
あ
る
。

　
　
［
…
］

　
　

い
く
ら
と
き
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
も

　
　

は
じ
ま
り
の
は
じ
ま
り
を
し
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
　

か
ら
だ
は
こ
の
い
ま
を
い
き
る
だ
け

　
　

こ
こ
ろ
は
し
ら
な
い
と
き
に
あ
こ
が
れ
る
だ
け

　
　

こ
の
よ
は
お
お
き
す
ぎ
る
ふ
か
す
ぎ
る

　
　

あ
の
よ
は
き
っ
と
も
っ
と
お
お
き
く
も
っ
と
ふ
か
い
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「
コ
ト
バ
さ
ん　

コ
ト
バ
さ
ん
／
『
本
当
の
事
』
は
ど
こ
に
あ
る
？
」
と
、

ま
た
詩
「
雲
を
見
て
い
る
」
で
、「
た
だ
雲
だ
け
が
あ
る
気
持
ち
／
そ
れ

を
誰
か
に
伝
え
る
術
が
な
い
」
と
、
さ
ら
に
詩
「
詩
人
」
で
、「
詩
人
は

世
界
を
愛
し
て
い
る
／
も
っ
ぱ
ら
言
葉
で
」
と
、
あ
る
い
は
「
ヨ
ン
ダ
ル

ビ
ナ
」
で
、「
詩
も
言
語
以
前
の
事
実
に
拠
る
」
と
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
詩
集
で
も
通
貫
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
中
原
中
也
が
「
芸

術
論
覚
え
書
」（
草
稿
）
な
ど
で
「『
こ
れ
が
手
だ
』
と
、『
手
』
と
い
ふ

名
辞
を
口
に
す
る
前
に
感
じ
て
ゐ
る
手
、
そ
の
手
が
深
く
感
じ
ら
れ
て
ゐ

れ
ば
よ
い
」
と
述
べ
た
、
い
わ
ゆ
る
名
辞
以
前
の
世
界
の
追
求
を
想
起
さ

せ
る
１６
。

　

た
だ
し
、
こ
の
詩
集
に
お
い
て
も
、
老
い
へ
の
眼
差
し
を
欠
い
て
は
い

な
い
。
詩
「
夜
へ
」
で
は
、「
足
を
引
き
ず
っ
て
小
刻
み
に
歩
く
／
自
慢

じ
ゃ
な
い
が
私
は
老
人
」
と
う
た
い
、
だ
が
そ
の
「
老
い
の
事
実
」
に
戸

惑
う
姿
勢
を
語
る
。
最
後
の
詩
「
元
は
と
言
え
ば
」
で
も
、「
実
物
の
私

は
た
だ
の
老
人
／
だ
が
詩
人
と
い
う
肩
書
が
付
く
と
／
普
通
と
違
う
老
人

に
見
え
る
ら
し
い
」
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
老
人
は
決
し
て
た
だ
の
老

人
で
は
な
い
。
詩
「
私
は
ま
だ
」
で
、
自
分
が
母
の
胎
内
に
い
て
自
分
で

は
な
か
っ
た
頃
か
ら
、「
ど
こ
か
ら
か
思
い
が
け
な
い
光
が
さ
し
て
／
私

は
無
言
で
歌
う
こ
と
を
覚
え
た
」
と
あ
る
。
こ
の
か
つ
て
の
胎
児
、
今
は

老
人
と
な
っ
た
人
物
は
、
原
初
よ
り
「
歌
う
こ
と
」
を
宿
命
と
し
、
そ
の

「
歌
う
こ
と
」
の
意
味
と
可
能
性
・
不
可
能
性
に
つ
い
て
「
歌
う
こ
と
」

を
最
も
得
意
と
し
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
卒
寿
を
間
近
に
し
て
、
谷
川
は

自
ら
の
来
歴
と
資
質
を
正
面
か
ら
と
ら
え
返
し
て
い
る
。

　

高
齢
化
社
会
の
様
々
な
問
題
は
、
文
芸
が
解
決
す
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、

ま
た
解
決
で
き
る
こ
と
で
も
な
い
。
文
芸
は
そ
れ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
問

題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
谷
川
俊
太
郎
と

い
う
詩
人
が
身
を
以
て
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
葉
の
遣
い
手
が
仮
に
年

老
い
た
と
し
て
も
、
記
号
で
あ
り
言
語
で
あ
る
と
こ
ろ
の
言
葉
そ
の
も
の

は
、
決
し
て
本
質
的
に
老
い
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
発
語
の
誕
生
を
見
つ
め
続
け
る
谷
川
の
詩
は
、
い
つ
も
赤
ん
坊
の
よ

う
に
、
ま
た
少
年
の
よ
う
に
若
々
し
く
、
年
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
い
つ
の

時
代
の
ど
の
詩
を
と
っ
て
も
、
す
べ
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
、
し
か
し

共
通
に
、
言
葉
の
始
ま
り
の
瞬
間
、
あ
る
い
は
言
葉
お
よ
び
人
間
と
世
界

と
の
接
触
の
局
面
を
と
ら
え
、
ま
た
と
ら
え
る
こ
と
の
困
難
を
う
た
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
原
初
的
な
始
ま
り
の
感
覚
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

谷
川
は
、
言
葉
を
身
に
着
け
た
人
間
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
高
齢
と

な
っ
た
生
命
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、
他
の
誰
よ
り
も
鮮
や
か

に
示
し
て
い
る
詩
人
で
あ
る
。

１�

本
稿
は
二
〇
二
一
年
八
月
二
一
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
催
さ
れ
た
北
京
科

技
大
学
主
催
「
平
成
文
学
と
高
齢
化
社
会
」
研
究
会
に
お
け
る
発
表
を
基
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

�言葉には老いがない



92

２�
山
田
馨
「
谷
川
俊
太
郎
年
譜
」（
谷
川
・
山
田
『
ぼ
く
は
こ
う
や
っ
て
詩
を
書
い

て
き
た

─
谷
川
俊
太
郎
、
詩
と
人
生
を
語
る
』、
二
〇
一
〇
・
七
、
ナ
ナ
ロ
ク

社
）
を
参
照
。

３�

谷
川
俊
太
郎
・
大
岡
信
『
批
評
の
生
理
』（
一
九
八
四
・
三
、
思
潮
社
）、
四
六

ペ
ー
ジ
。

４�

三
浦
雅
士
「
谷
川
俊
太
郎
と
沈
黙
の
神
話
」（『
私
と
い
う
現
象
』、
一
九
八
一
・

一
、
冬
樹
社
）。

５�

中
村
三
春
「
谷
川
俊
太
郎

─
テ
ク
ス
ト
と
百
科
事
典

─
」（『
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
機
構
２
』、
二
〇
一
五
・
二
、
ひ
つ
じ
書
房
）
参
照
。

６�

中
村
三
春
「
谷
川
俊
太
郎
と
〈
流
用
ア
ー
ト
〉
序
説

─
『
定
義
』『
コ
カ
コ
ー

ラ
・
レ
ッ
ス
ン
』『
日
本
語
の
カ
タ
ロ
グ
』
な
ど

─
」（『
北
海
道
大
学
文
学
研

究
院
紀
要
』
一
五
八
、
二
〇
一
九
・
七
）
参
照
。

７�

谷
川
俊
太
郎
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

言
葉
へ
の
通
路
・
私
へ
の
通
路
」（『
現
代
詩

手
帖
』
一
九
八
五
・
二
、「
特
集　

日
本
語
の
カ
タ
ロ
グ
」）。

８�

木
野
衣
『
増
補　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
』（
二
〇
二
〇
・
一
二
、
ち
く
ま
学

芸
文
庫
）、
お
よ
び
小
田
茂
一
『
流
用
ア
ー
ト
論　

一
九
一
二
─
二
〇
一
一
年
』

（
二
〇
一
一
・
七
、
青
弓
社
）
参
照
。

９�

中
村
三
春
「
ひ
ら
が
な
の
天
使

─
谷
川
俊
太
郎
に
お
け
る
ク
レ
ー
と
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

─
」（『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
院
紀
要
』
一
六
五
、
二
〇
二
一
・

一
二
）
参
照
。

１0�

詩
集
『
ベ
ー
ジ
ュ
』
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
／
」
は
一
行
空
き
、《
》

は
章
題
を
表
す
。「
あ
さ
」「
香
し
い
午
前
」「
退
屈
な
午
前
」「
イ
ル
」「
こ
の
午

後
」「
そ
の
午
後
」
／
「
に
わ
に
木
が
」
／
「
階
段
未
生
」「
こ
の
階
段
」「
路

地
」
／
《
十
四
行
詩
二
〇
一
六
》「
日
々
の
ノ
イ
ズ
」「
詩
人
の
死
」「
明
日
が
」

「
新
聞
休
刊
日
」「
川
の
音
楽
」「
人
々
」「
夜
の
バ
ッ
ハ
」「
六
月
の
夜
」「
泣
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
／
「
蛇
口
」
／
「「
そ
の
日
」」「
窓
際
の
空
き
ビ
ン
」

「
汽
車
は
走
り
さ
り　

わ
た
し
は
寝
室
に
い
る
」「
顔
は
蓋
」「
朕
」「
色
即
是
空

の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」
／
「
何
も
」
／
「
裸
の
詩
」「
言
葉
と
別
れ
て
」「
詩
の
捧

げ
物
」「
ど
こ
？
」
／
「
あ
と
が
き
」

１１�

中
村
三
春
「
序
説
・
現
代
芸
術
と
し
て
の
谷
川
俊
太
郎
の
詩

─
ひ
ら
が
な

詩
・
翻
訳
・『
私
性
』

─
」（『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
院
紀
要
』
一
六
〇
、
二

〇
二
〇
・
三
）
参
照
。

１２�

谷
川
は
「
ま
あ
、
一
番
大
き
い
の
は
立
原
道
造
で
す
よ
。
一
番
流
行
っ
て
い
た

し
ね
」
と
述
べ
て
い
る
（
谷
川
・
山
田
『
ぼ
く
は
こ
う
や
っ
て
詩
を
書
い
て
き

た
』、
前
掲
、
九
四
ペ
ー
ジ
）。

１３�

詳
細
は
中
村
三
春
「
ひ
ら
が
な
の
天
使
」（
前
掲
）
参
照
。

１４�「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
後
、
詩
を
書
く
こ
と
は
野
蛮
で
あ
る
」（
テ
オ
ド
ー

ル
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ
「
文
化
批
判
と
社
会
」、『
プ
リ
ズ
メ
ン

─
文
化
批
判
と

社
会
』、
一
九
五
五
、
渡
辺
祐
邦
・
三
原
弟
平
訳
、
一
九
九
六
・
二
、
ち
く
ま
学

芸
文
庫
、
三
六
ペ
ー
ジ
）。

１５�「
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
は
概
ね
「
小
説
」
の
意
味
で
あ

り
、
通
例
「
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
は
「
メ
タ
小
説
」
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
こ
れ
を
拡
張
し
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
も
う
一
つ
の
主
要
な
意
味
で

あ
る
「
虚
構
」
の
要
素
を
重
視
し
、
詩
を
「
メ
タ
虚
構
」（
虚
構
に
つ
い
て
の
虚

構
）
と
見
な
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
中
村
三
春
「
松
浦
寿
輝　

詩
の
メ
タ
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
」（『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
機
構
２
』、
二
〇
一
五
・
二
、
ひ
つ
じ
書
房
）

参
照
。

１６�

中
原
中
也
の
同
様
の
言
葉
は
、「
宮
澤
賢
治
の
世
界
」（『
詩
園
』
一
九
三
九
・

八
）
に
も
見
え
る
。

�言葉には老いがない


